
2016年、気が付いたらスタートしているマイナンバー制度。

しかし「実は、内容がよく分からないんだよねぇ」

という方は多いはずです。

いざという時に困らないよう、

そのメリットとデメリットを

把握しておくべきだと思います。

主催｜宮崎産業経営大学経営学部

なの？
損なの？得

2016

3.26（STA）

場 所 宮崎産業経営大学 5103教室

時 間 13：30～16：30

宮崎産業経営大学経営学部公開講座

参加費

無料



なの？
損なの？得 なの？
損なの？得

　マイナンバー（個人番号）制度は、自治体、企業、市民を巻き込んで様々な余波を呼んでいます。マイナンバーとは一人ひとりが

持つ12桁の番号のことであり、1月から交付が始まった個人番号カードには顔写真と12ケタの個人番号、ICチップが搭載されて

います。私たち市民は昨年末に全ての世帯に配布された通知カードを自治体に持っていけば、個人番号カードが発行されることに

なります。交付から3か月、自治体においては自治体間の普及に関する温度差、相談窓口の対応の違い、通知カードの返送などが

大きな話題となりました。ビジネスの現場では、本人確認に通知カードを使っていたところ、総務省からストップが掛かりました。

また、制度の理解不足に付け込んだマイナンバー詐欺も発生し、市民は不安を抱えています。

　こうした現状を踏まえて、参加者のみなさんにマイナンバーの実態を総合的に理解できるような公開講座を開くことにしました。

自治体、企業、社会保障の専門家を招いて、それぞれの視点からマイナンバーの話をしてもらいます。ぜひご参加ください。

公開講座の主旨

銀行口座、クレジットカード、医療
情報、運転免許証、戸籍など、これ
らの情報が１つにひも付けさ
れると個人情報が丸裸に
なってしまうの？

マイナンバーのメリットとデメ

リットを知ったうえで、それをう

まく活用するためにはどうす

るべきでしょうか。

マイナンバーの3つの目的とは、

「公平・公正な社会の実現、行政

の効率化、国民の利便性の効

率化」などがあるらしい。

プログラム
開場

主催者挨拶　宮崎産業経営大学経営学部　日高 光宣教授

休憩

質疑応答　ファシリテーター：宮崎産業経営大学経営学部　山田 恭子専任講師

総括　宮崎産業経営大学経営学部　出山 実准教授

閉会

マイナンバー制度概要について
下野園 亨氏（宮崎市情報政策課情報政策係主査）
白根 勇一氏（宮崎市情報政策課情報政策係主査）

企業におけるマイナンバー対応について
～当社の取り組みのご紹介～
矢野 重頼氏（株式会社デンサン公共ソリューション本部取締役本部長）

企業の実務におけるマイナンバー
～マイナンバー、どうする？ どうなる？ ～
熱田 潮氏（社会保険労務士）

13：00
13：30

15：15

16：10
16：25
16：30

13：45

14：30

15：25


	omote_校了
	ura_校了

